
 

 

 

 

 

 

福祉生活病院常任委員会資料 
（令和５年５月１９日） 

 

 

【 件 名 】 

 

○ 令和５年度第１回県・市町村行政懇談会の結果について（「シン・子育て王国とっとり」

宣言関係） 

（子育て王国課、家庭支援課）・・・・２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て・人財局 

別冊 

-1-



令和５年度第１回県・市町村行政懇談会の結果について（「シン・子育て王国 

とっとり」宣言関係） 

令和５年５月１９日 

子 育 て 王 国 課 

家 庭 支 援 課 

 

５月１８日に開催した令和５年度第１回県・市町村行政懇談会で子育て・人財局が提案した「『シン・

子育て王国とっとり』宣言」について、概要等を報告します。 

 

１ 小児医療費の完全無償化について 

子育て世帯の経済的負担を一層軽減するため、小児医療費の完全無償化について提案し、全市町村

の合意を得た。 

令和６年４月の実施に向け、制度改正に係る市町村の事務経費やシステム改修経費の負担軽減のた

め、６月補正予算で市町村補助金を検討する。 

※全国一律の医療費助成制度の創設については、国要望を継続していく。 

＜小児医療費助成制度の概要＞ 

実施主体 市町村 

助成対象者 18 歳に達する日以後の最初の 3月 31 日までの間にある者 

所得制限 なし 

患者負担額 ○入院 1,200 円/日 

○通院  530 円/日 

県・市町村負担割合 県 1/2、市町村 1/2(市町村が患者の自己負担分に助成した金額に対し、県

がその助成金額の 1/2 を補助) 

＜市町村の主な意見＞ 

○小児医療費の無償化は全県一斉スタートとしてほしい。 

○開始時期を決めていただくと市町村としては準備に取り組みやすい。 

○無償化した場合、コンビニ受診による増加が懸念されるので、小児医療に対する負荷をかけすぎ

ないようなリスク回避について研究してほしい。 

○医療機関・学校に対して、他法優先（他の制度による給付が可能な場合は、他の制度による給付

を優先して適用すること）の周知を徹底してほしい。 

 

２ 保育料無償化及び保育人材確保策について 

市町村の意向を踏まえながら保育料の一層の負担軽減について検討を開始することを提案し、賛同

を得た。 

なお、多くの市町村長から保育人材確保等に向けた支援要望があったことから、保育人材確保や現

場の負担軽減のため、６月補正予算で市町村補助金を検討する。 

①保育施設に就職した潜在保育士等への奨励金の支給 

②保育施設が行う保育支援者（保育士の補助業務を行う者）の配置を支援 

③保育施設における使用済おむつの処分を支援 

＜市町村の主な意見＞ 

○国全体の出生数が80万人を下回る中、保育料の一層の負担軽減については財源の問題もあるが、

最優先で進めていくべき。ただ、更に大きな負担が伴うことから、効果を見定めながら検討を進

めるべき。 

○保育人材確保の補助金はありがたいが、保育士等の更なる処遇改善が必要。 
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３ カップル倍増作戦について 

カップル倍増年５００組の実現に向けて、６月補正予算で次の事業を検討することを提案し、賛同

を得た。 

①えんトリーの機能強化（マッチングシステムへの性格診断機能追加、縁結びナビゲーターの活動

強化） 

②メタバース空間を活用した恋活・婚活イベントの開催 

③出会い創出イベントへの助成の拡充（民間企業への対象拡大、補助上限拡大） 

④民間マッチングアプリとの連携 

＜市町村の主な意見＞ 

○行政が支援するという安心感は大きい。えんトリーでの支援を後押ししていきたい。 

○えんトリーのアプリ化や民間アプリとの連携を考えてほしい。 

○地域の方々に仲人活動してもらえるような取組ができるとよい。 

 

４ 産後ケア事業の充実について 

産後ケア事業は利用者数が大幅に増加しているため、市町村や県助産師会の意見を伺いながら、更

なる充実に向けた取組を検討することを提案し、賛同を得た。 

①補助対象を拡大し、デイサービス型の施設整備も対象に加える。（６月補正予算） 

②新たな産後ケア施設の設置促進 

③産後ケア施設の安定的な運営に向けた委託料の単価設定の検討 

※国に対して、標準的な委託単価の提示や財政支援を、引き続き要望していく。 

＜市町村の主な意見＞ 

○利用者には好評であり、受け皿の整備が大切。 

○単価は国から提示されるのが一番良いが、県から提示してほしい。 

○産後ケア施設の安全管理基準は、県で統一したものを作成してほしい。 

 

５ 知事の総括コメント 

○小児医療費の無償化については、様々な課題や調整項目はあるものの、県内市町村一斉に展開する

ことが適当とのご意見もあり、その方向で進めていくことでご理解いただけたと承知した。その上

で、いただいた課題について対策を検討・調整してまいりたい。 

○保育料の無償化や保育人材確保については、継続的に調整していくとともに、各市町村から要望の

あった産後ケアの基準づくりを検討したい。 
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